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興
 非
自
発
的
失
業
者
の
皆
さ
ん
へ

●
国
保
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　
非
自
発
的
失
業
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
へ
加
入
す
る
人
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
失
業
か
ら
一
定
の
期
間
、

前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
　
と
30

し
て
算
定
し
賦
課
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
保
税
を
軽
減
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
以
外
は
通
常
の

額
を
用
い
ま
す
。

●
軽
減
措
置
適
用
の
条
件

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
あ
る
こ
と

・
離
職
時
点
で
　
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

65

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち

　
の
人
で
、
次
の
離
職
理
由
コ
ー
ド
に

　
該
当
す
る
こ
と

・
離
職
日
が
平
成
　
年
３
月
　
日
以
降

21

31

　
で
あ
る
こ
と

▼
対
象
と
な
る
理
由
コ
ー
ド

・
特
定
受
給
資
格
者
　
「
　
」、「
　
」、

11

12

「
　
」、「
　
」、「
　
」、「
　
」
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22

31
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・
特
定
理
由
離
職
者
　
「
　
」、「
　
」、

23

33

「
　
」
34

※
特
定
受
給
資
格
者
と
は
、
倒
産
・
解

雇
な
ど
の
事
業
主
都
合
に
よ
り
離
職

し
た
者

※
特
定
理
由
離
職
者
と
は
、
雇
用
期
間

満
了
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
者

●
軽
減
措
置
適
用
の
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に
つ
い
て

22

適
用
さ
れ
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
離
職
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
適
用
期
間
の
例

①
離
職
日
　
　
平
成
　
年
　
月
５
日

21

10

　
軽
減
期
間
　
平
成
　
年
４
月
～
平
成

22

　
年
３
月

23
②
離
職
日
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

22

31

　
軽
減
期
間
　
平
成
　
年
４
月
～
平
成

22

　
年
３
月

23
③
離
職
日
　
　
平
成
　
年
６
月
　
日

22

20

　
軽
減
期
間
　
平
成
　
年
６
月
～
平
成

22

　
年
３
月

24
●
申
請
に
つ
い
て

　
甲
佐
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

軽
減
措
置
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、

町
住
民
生
活
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
し
た
人
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
再
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

町住民生活課・町税務課 志096-234-1111

喰 National Health Insurance

民健康保険国

町企画推進課 志096-234-1111(内線231)

喰 Town Bus

営バス町

▼ ▼ ▼ 役場前 行き

時　刻停留所名

17:1016:0512:358:257:20六　谷

17:1416:0912:398:297:24本坂谷

17:1716:1212:428:327:27倉谷橋

17:1816:1312:438:337:28谷　内

17:1916:1412:448:347:29下　谷

17:2316:1812:488:387:33甲佐岳登山口

17:2416:1912:498:397:34打　出

17:2516:2012:508:407:35宮内小学校前

17:2616:2112:518:417:36小鹿入口

17:2716:2212:528:427:37発電所前

17:2816:2312:538:437:38上揚住宅前

17:2916:2412:548:447:39上　揚

17:3216:2712:578:477:42上豊内

17:3316:2812:588:487:43下豊内

17:3516:3013:008:507:45甲佐小学校前

17:3616:3113:018:517:46緑　町

17:3716:3213:028:527:47岩　下

17:3716:3213:028:527:47熊本バス甲佐営業所

17:3816:3313:038:537:48役場前

▼ ▼ ▼ 六谷 行き

時　刻停留所名

18:2516:3515:3012:007:50役場前

18:2616:3615:3112:017:51熊本バス甲佐営業所

18:2616:3615:3112:017:51岩　下

18:2716:3715:3212:027:52緑　町

18:2716:3715:3212:027:52甲佐小学校前

18:2916:3915:3412:047:54下豊内

18:3016:4015:3512:057:55上豊内

18:3316:4315:3812:087:58上　揚

18:3416:4415:3912:097:59上揚住宅前

18:3516:4515:4012:108:00発電所前

18:3616:4615:4112:118:01小鹿入口

18:3716:4715:4212:128:02宮内小学校前

18:3816:4815:4312:138:03打　出

18:3916:4915:4412:148:04甲佐岳登山口

18:4316:5315:4812:188:08下　谷

18:4416:5415:4912:198:09谷　内

18:4516:5515:5012:208:10倉谷橋

18:4816:5815:5312:238:13本坂谷

18:5217:0215:5712:278:17六　谷

興 ６月１日（火）から、町営バス（宮内方面） 
　 の運行時刻が変わります

　町営バス（宮内方面）の運行時刻が、６月１日
（火）から下の時刻表に変わります。
　※竜野方面の運行時刻は変わりません。
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興

男

女

共

同

参

画

社

会

は
 

　
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

●
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
性
も

女
性
も
性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
が
決
め

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
個
性
や

能
力
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
、
老
若
男
女
共
同
参
画
社
会
と
も
い

え
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
「
　21

世
紀
の
わ
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最
重

要
課
題
」
（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
は
家
庭
か
ら

◎
家
族
み
ん
な
で
積
極
的
に
家
事
、
子

育
て
、
介
護
な
ど
に
参
画
し
、
喜
び
、

楽
し
み
を
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
た
ち
に
男
女
平
等
意
識
を

し
っ
か
り
と
根
付
か
せ
る
た
め
に
も
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
機
会

を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
た
ち
の
進
学
や
就
職
に
あ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
生

か
す
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
し
ょ
う
。

　
日
本
初
の
マ
マ
宇
宙
飛
行
士
・
山
崎

直
子
さ
ん
が
、
宇
宙
に
飛
び
立
ち
無
事

に
地
球
に
帰
還
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
時
代
か
ら
の
夢
の
実
現
に
は
、

夢
を
追
う
彼
女
を
見
守
り
、
育
て
て
く

れ
た
家
族
、
い
ろ
ん
な
困
難
を
乗
り
越

え
、
支
え
て
く
れ
た
夫
の
存
在
だ
と
思

い
ま
す
。
任
務
終
了
後
、
家
族
と
面
会

を
喜
ぶ
姿
に
は
、
夢
を
か
な
え
た
満
足

感
や
家
族
へ
の
感
謝
な
ど
万
感
の
思
い

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

●
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇

　
話
会
を
発
足
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
昨
年
　
月
に
、
男
女
共
同

10

参
画
社
会
推
進
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
１
月
に
第
１
回
会
議
お
よ
び
町
推
進

会
議
と
の
合
同
研
修
会
、
３
月
に
益
城

町
へ
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
隣
の
市
町
村
で
は
、
す
で
に
懇
話

会
を
立
ち
上
げ
、
啓
発
活
動
や
「
男
女

共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
に

沿
っ
た
実
践
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
、
先
進
地
の
実
践
活
動
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
本
町
の
実
状
に

沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
甲

佐
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町住民生活課 志096-234-1111(内線102)町教育委員会社会教育課 志096-234-1111(内線323)

興
 自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　
  シ
リ
ー
ズ
②
　
　
　
　
　
　

　「
同
和
問
題
と
は
―
」

●
同
和
問
題
と
は
、
ど
の
よ
う
な

　
こ
と
で
す
か
？

　
同
和
問
題
と
は
、
部
落
差
別
に
か
か

わ
る
人
権
問
題
の
こ
と
で
、
特
定
の
地

域
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
、
特
に

職
業
選
択
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど

の
基
本
的
人
権
が
、
完
全
に
は
保
障
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
重
大
な
社
会
問
題

で
す
。

●
同
和
地
区
と
は

　
封
建
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
く
過
程

の
中
で
、
支
配
者
は
年
貢
の
取
り
立
て

を
容
易
に
し
、
幕
藩
体
制
を
維
持
・
安

定
す
る
た
め
に
、
武
士
を
頂
点
と
し
た

身
分
制
度
を
固
定
し
ま
し
た
。

　
同
和
地
区
は
、
こ
の
過
程
の
中
で
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

●
差
別
と
区
別

　
客
観
的
・
科
学
的
基
準
に
基
づ
い
て
、

一
人
ひ
と
り
の
違
っ
た
個
性
や
能
力
を

見
極
め
、
違
い
を
尊
重
す
る
こ
と
が

「
区
別
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
偏
見
や
不
当
な
基
準
な
ど

を
基
に
、
特
定
の
人
に
対
し
て
不
平

等
・
不
利
益
な
扱
い
を
す
る
こ
と
が

「
差
別
」
だ
と
言
え
ま
す
。

●
な
ぜ
、
現
在
ま
で
差
別
が
残
っ

　
て
い
る
の
で
す
か
？

　
こ
れ
ま
で
差
別
が
残
っ
て
き
た
原
因

と
し
て
、
歴
史
的
・
社
会
的
な
背
景
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い
か
な
る
背
景
が

あ
る
に
せ
よ
、
差
別
を
容
認
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
端
的
に
言
え
ば
、
差

別
を
す
る
人
の
存
在
が
い
つ
ま
で
も
同

和
問
題
を
残
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
同
和
問
題
に
限
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
権
問
題
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

　
人
権
問
題
は
、「
差
別
を
さ
れ
る
側
」

の
問
題
で
は
な
く
、「
差
別
を
す
る
側
」

の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
自
分
に

は
関
係
な
い
と
い
っ
た
無
関
心
で
あ
る

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
無

関
心
は
結
果
的
に
差
別
の
存
在
を
許
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　「
誰
か
が
な
く
し
て
く
れ
る
」
ま
で

差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　「
私
」
自
身
が
差
別
を
な
く
す
た
め

に
ど
う
行
動
す
る
の
か
が
大
切
で
す
。

ま
ず
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

喰 Gender-equal Society

女共同参画男
喰 Human Rights

権人


